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海外労働事情

　

今
年
一
月
、
米
国
の
二
〇
一
〇
年
の
労
働

組
合
組
織
率
が
労
働
統
計
局
か
ら
発
表
さ
れ

た
。
組
合
組
織
率
は
一
一
・
九
％
と
前
年
の

一
二
・
三
％
か
ら
さ
ら
に
低
下
。
組
合
員
数

は
一
四
七
〇
万
人
と
一
五
〇
〇
万
人
を
割
り

込
ん
だ
（
図
）。
こ
れ
は
比
較
可
能
な
現
在

の
統
計
が
ス
タ
ー
ト
し
た
一
九
八
三
年
と
比

べ
る
と
、
三
〇
〇
万
人
あ
ま
り
も
少
な
い
水

準
だ
。

　

一
月
の
発
表
デ
ー
タ
で
は
ま
た
、
民
間
セ

ク
タ
ー
の
組
合
員
数
（
七
一
〇
万
人
）
が
、

公
的
セ
ク
タ
ー
の
組
合
員
数（
七
六
〇
万
人
）

を
下
回
っ
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。
民
間

セ
ク
タ
ー
に
限
っ
て
み
る
と
、
組
織
率
は
わ

ず
か
六
・
九
％
。
労
働
組
合
の
地
盤
が
比
較

的
強
固
で
あ
っ
た
製
造
業
の
凋
落
と
非
典
型

雇
用
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
米
国
で
の
労
組

の
存
在
感
は
薄
れ
る
ば
か
り
の
状
況
で
あ
る
。

　

デ
ト
ロ
イ
ト
を
中
心
と
す
る
自
動
車
産
業

で
も
、
そ
の
ト
レ
ン
ド
は
変
わ
ら
な
い
。

　

一
九
七
九
年
ま
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
（
全
米
自
動

車
労
組
）
は
一
五
〇
万
人
以
上
の
組
合
員
数

を
誇
っ
た
。
そ
の
組
織
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
他
産
業
が
う
ら
や
む
労
働
条
件
を
勝
ち

取
り
、「
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
米
国
の
中
産
階
級
を
つ

く
っ
た
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
。

　

だ
が
、
そ
れ
以
降
は
、
米
国
内
で
の
デ
ト

ロ
イ
ト
ス
リ
ー
の
シ
ェ
ア
が
年
々
落
ち
込
む

こ
と
に
伴
い
、
坂
道
を
転
げ
落
ち
る
か
の
よ

う
に
組
合
員
数
は
減
少
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
連
邦
労

働
省
に
提
出
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
二
〇
一

〇
年
の
組
合
員
数
は
、
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の

一
以
下
の
三
七
万
六
六
一
二
人
。
Ｇ
Ｍ
、
ク

ラ
イ
ス
ラ
ー
の
経
営
破
綻
の
時
期
と
重
な
る

二
〇
〇
八
年
～
〇
九
年
で
は
、
わ
ず
か
一
年

間
で
一
気
に
八
万
人
弱
も
メ
ン
バ
ー
を
失
う

と
い
う
屈
辱
も
味
わ
っ
た
。

■
政
治
活
動
に
も
悪
影
響
■

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
と
っ
て

組
合
員
数
の
拡
大
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
組
合
員
の
減
少
に
伴
う
バ
ー
ゲ
ニ
ン

グ
パ
ワ
ー
（
交
渉
力
）
の
低
下
や
、
財
政
的

基
盤
の
弱
体
化
も
大
き
な
問
題
だ
が
、
Ｕ
Ａ

Ｗ
が
と
く
に
危
機
感
を
抱
く
背
景
と
し
て
、

最
近
の
米
国
国
内
の
政
治
情
勢
も
あ
げ
ら
れ

る
。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
は
こ
れ
ま
で
、
組
織
票
の
力
を
武

器
に
地
元
ミ
シ
ガ
ン
州
を
中
心
に
連
邦
議
員

ら
を
支
え
、
自
動
車
産
業
や
労
働
側
に
有
利

な
政
策
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
ロ
ビ
ー
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
の
大
統
領
選

挙
で
も
、
資
金
面
も
含
め
、
オ
バ
マ
大
統
領

の
勝
利
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
力

が
い
ま
、
足
元
の
ミ
シ
ガ
ン
州
で
さ
え
も
揺

ら
ぎ
始
め
て
い
る
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
ミ
シ
ガ
ン
州
知
事
選
挙
で
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
は
ラ
ン
シ
ン
グ
市
長
の
バ
ー
ジ
・
バ

ナ
ー
ロ
候
補
（
民
主
）
を
支
援
し
た
。
だ
が
、

共
和
党
候
補
の
リ
ッ
ク
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
現
知

事
に
大
差
で
敗
北
。
八
年
ぶ
り
に
知
事
の
座

が
共
和
党
サ
イ
ド
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ミ
シ
ガ
ン
州
議
会
選
挙
で
は
、
州
下
院
の

過
半
数
が
共
和
党
に
塗
り
替
え
ら
れ
、
上
下

両
院
と
も
共
和
党
が
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
の
米
国
メ
デ
ィ
ア
は
、
オ
バ
マ
政
権
に

よ
る
雇
用
回
復
テ
ン
ポ
の
遅
さ
が
、
民
主
党

候
補
の
足
を
引
っ
張
っ
た
と
結
果
を
分
析
し

た
。
だ
が
、
Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
経
営

破
綻
し
て
間
も
な
い
時
期
だ
っ
た
だ
け
に
、

Ｕ
Ａ
Ｗ
に
は
ま
だ
「
悪
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
ま
と
っ
て
お
り
、
組
合
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
が
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
有
様
で

あ
っ
た
。

　

連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
来
年
二
〇
一
二
年
に

大
統
領
選
挙
が
控
え
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
は

四
月
四
日
、
正
式
に
出
馬
す
る
考
え
を
表
明

し
た
が
、
さ
き
の
中
間
選
挙
で
連
邦
下
院
の

米国自動車メーカー
「デトロイトスリー」の復活と労使関係の今後
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過
半
数
を
共
和
党
に
握
ら
れ
る
な
ど
、
再
選

は
楽
観
視
で
き
な
い
。

　

率
先
し
て
Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
救
済

を
後
押
し
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な

ど
自
動
車
産
業
の
改
革
に
も
熱
心
で
あ
っ
た

オ
バ
マ
大
統
領
が
落
選
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
と
っ
て
悲
劇
以
上
の
何

物
で
も
な
い
。
オ
バ
マ
大
統
領
に
も
う
四
年

間
、
政
権
を
担
わ
せ
る
た
め
に
も
、
Ｕ
Ａ
Ｗ

は
組
合
員
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
組
織

力
を
反
転
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。

■
追
い
風
と
な
る
法
案
の
提
出
■

　

オ
バ
マ
政
権
も
発
足
し
た
二
〇
〇
八
年
以

降
は
、
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
に

追
い
風
が
吹
く
「
は
ず
」
で
あ
っ
た
。
理
由

は
、労
働
組
合
の
組
織
化
を
容
易
に
す
る「
従

業
員
自
由
選
択
法
案
」（E

m
ployee F

ree 
C

hoice A
ct 

以
下
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
と
略
）
が
、

連
邦
議
会
で
成
立
す
る
確
率
が
高
い
と
み
ら

れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

米
国
で
は
、
法
体
系
の
違
い
か
ら
わ
が
国

と
異
な
り
、
労
働
組
合
が
組
織
化
を
図
る
場

合
に
は
個
人
単
位
で
は
な
く
事
業
所
単
位
で

行
わ
れ
る
。
現
在
、
米
国
の
全
国
労
働
関
係

法
（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
の
下
で
は
、
労
組
が
事
業

所
の
組
織
化
を
図
る
際
に
は
、
ま
ず
、
労
組

を
支
持
す
る
従
業
員
の
署
名
（
授
権
カ
ー
ド

と
言
わ
れ
る
）
を
、
三
〇
％
以
上
か
ら
集
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

三
〇
％
以
上
か
ら
授
権
カ
ー
ド
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
全
国
労
働
関
係
委
員
会

（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
）
に
対
し
て
、
代
表
選
挙
の
実

施
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
律
上
は
、

会
社
側
が
、
三
〇
％
以
上
の
授
権
カ
ー
ド
が

集
ま
っ
た
段
階
で
自
主
的
に
、
労
働
組
合
に

よ
る
組
織
化
を
承
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

実
際
に
こ
れ
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
は
極
め
て

少
な
い
。

　

Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
の
下
、
無
記
名
投
票
で

行
わ
れ
る
代
表
選
挙
で
従
業
員
の
過
半
数
が

組
合
員
化
に
投
票
す
れ
ば
、
労
組
が
そ
の
事

業
所
に
お
け
る
唯
一
の
交
渉
代
表
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
現
行
ル
ー
ル
に
対
し
て
Ｅ
Ｆ
Ｃ

Ａ
は
、
労
組
が
組
織
化
を
図
る
際
、
従
業
員

の
五
〇
％
以
上
か
ら
授
権
カ
ー
ド
を
集
め
ら

れ
た
場
合
は
、
二
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

「
代
表
選
挙
」
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
交
渉

代
表
組
合
と
し
て
承
認
さ
れ
る
と
の
内
容
を

盛
り
込
ん
で
い
た
。つ
ま
り
、カ
ー
ド
チ
ェ
ッ

ク
だ
け
で
労
組
が
結
成
で
き
る
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
現
行
ル
ー
ル
で
は
、
労
働
組
合
が

交
渉
代
表
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、

選
挙
後
の
労
働
協
約
締
結
に
向
け
た
団
体
交

渉
に
お
い
て
、
会
社
側
は
団
体
交
渉
に
応
じ

る
義
務
は
あ
る
が
、
合
意
す
る
義
務
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
選
挙
後
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
、

円
満
に
労
使
が
合
意
し
て
労
働
協
約
が
締
結

さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

　

Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
は
、
交
渉
の
結
果
、
一
二
〇

日
以
内
に
労
使
が
合
意
に
達
し
な
い
場
合
は
、

仲
裁
（arbitratrion

）
に
付
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
労
使
は
そ
こ
で
決
め
ら
れ
た
結

果
に
二
年
間
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

■
補
欠
選
挙
敗
北
が
決
定
打
■

　

Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
は
じ
め
、
二
〇
〇
七
年
の
第

一
一
〇
回
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
同
議

会
で
は
、
下
院
は
通
過
し
た
も
の
の
上
院
は

通
過
せ
ず
、
廃
案
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
九
年
の
第
一
一
一
回
議
会
に
、
Ｅ

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
ふ
た
た
び
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
時

の
議
会
の
勢
力
図
は
、
上
院
、
下
院
と
も
に

民
主
党
が
多
数
派
を
占
め
て
い
た
た
め
、
商

工
会
議
所
な
ど
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
反
対
す
る
グ

ル
ー
プ
は
、
法
案
審
議
の
行
方
に
大
い
に
危

機
感
を
抱
い
た
。

　

こ
こ
で
、
組
合
側
に
と
っ
て
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
と
な
る
出
来
事
が
起
こ
る
。

　

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
選
出
で
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ

Ａ
の
実
現
に
向
け
て
中
心
的
に
行
動
し
て
い

た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ケ
ネ
デ
ィ
上
院
議
員
（
民

主
）
が
二
〇
〇
九
年
八
月
に
死
去
。
翌
二
〇

一
〇
年
の
一
月
に
同
議
員
の
穴
を
埋
め
る
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
た

が
、
共
和
党
候
補
が
勝
利
し
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
議
員
の
在
任
中
、
上
院
に
お
け

る
民
主
党
の
議
席
数
は
六
〇
で
、
ぎ
り
ぎ
り

共
和
党
の
議
事
妨
害
（
フ
ィ
リ
バ
ス
タ
ー
）

を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
数
を
確
保
し
て
い

た
。
だ
が
、
選
挙
の
結
果
、
民
主
党
の
議
席

数
が
五
九
に
転
落
。
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
を
は
じ
め
、

民
主
党
に
と
っ
て
数
の
力
で
強
引
に
法
案
を

成
立
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
筆
者
が
現
地
で
意
見
交
換
し

た
多
く
の
労
働
組
合
関
係
者
は
、「
こ
れ
で
Ｅ

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
死
ん
だ
」
と
口
を
揃
え
た
。
こ
の

後
の
昨
年
の
中
間
選
挙
で
も
、
民
主
党
は
敗

北
を
喫
し
、
連
邦
下
院
の
多
数
派
が
民
主
党

か
ら
共
和
党
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
成
立
す
る
可
能
性
は

完
全
に
絶
た
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
筆
者
の
知

る
労
組
関
係
者
の
物
言
い
も
、「
Ｅ
Ｆ
Ｃ
Ａ
は

も
う
過
去
の
話
」
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

■
外
国
メ
ー
カ
ー
に
再
挑
戦
■

　

し
か
し
、
自
動
車
業
界
で
は
、
今
年
に
入

り
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
よ
る
組
織
化
へ
の
警
戒
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
ボ
ブ
・
キ
ン
グ

会
長
は
昨
年
か
ら
、
講
演
や
新
聞
記
者
か
ら

の
取
材
の
な
か
で
、
新
た
な
組
織
化
戦
略
を

打
ち
出
す
と
表
明
し
て
き
た
が
、
一
月
一
三

日
、
つ
い
に
そ
の
全
貌
を
公
開
し
た
。

　

新
戦
略
の
特
徴
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
策
定
し
た

「
公
正
な
組
合
代
表
選
挙
に
関
す
る
原
則
」

（P
rinciples　

以
下
「
原
則
」
と
略
）
へ

の
合
意
を
企
業
に
働
き
か
け
て
い
く
と
い
う

も
の
。「
原
則
」
に
は
、
労
組
が
未
組
織
の

事
業
所
の
組
織
化
を
図
る
際
に
、
労
使
双
方

が
順
守
す
べ
き
ル
ー
ル
な
ど
が
一
一
項
目
に

わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
労
組
が
組
織
化
を
図
る
際
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
現
在
の
全
国
労
働
関
係
法

（
Ｎ
Ｌ
Ｒ
Ａ
）
は
、
労
組
の
組
織
化
に
と
っ

て
不
利
な
内
容
が
多
い
と
考
え
て
お
り
、
労

使
が
「
原
則
」
に
従
っ
た
な
か
で
組
織
化
が

図
ら
れ
た
ほ
う
が
、
従
業
員
の
意
思
を
反
映

で
き
る
と
主
張
。
キ
ン
グ
会
長
は
、
も
し
企

業
が
「
原
則
」
に
合
意
し
、
企
業
に
よ
る
妨

害
な
く
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
組
織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
た
上
で
従
業
員
が
労
働
組
合
に
加
入

し
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
場
合
は
、「
労
働
者

の
選
択
を
尊
重
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　
「
原
則
」
の
一
一
項
目
の
う
ち
、
柱
と
な

る
部
分
を
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
▽
従
業
員
へ
の
威
圧
、
脅
し
、
脅
迫
を
禁
じ

る
こ
と

▽
従
業
員
が
組
合
加
入
あ
る
い
は
非
加
入
を

選
択
し
た
場
合
、
労
使
は
そ
の
選
択
に
干
渉

し
な
い
こ
と

▽
従
業
員
が
組
合
加
入
を
選
択
し
な
い
こ
と

の
見
返
り
と
し
て
、
会
社
が
賃
上
げ
・
待
遇

改
善
を
行
う
と
約
束
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ

と▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
は
、
労
働
組
合
も
会
社

と
等
し
く
従
業
員
に
接
触
す
る
機
会
を
与
え
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海外労働事情

ら
れ
る
（
イ
ー
コ
ー
ル
・
ア
ク
セ
ス
）

▽
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
、
反
組
合
的
な
行
為
が

会
社
側
に
な
け
れ
ば
、
無
記
名
投
票
に
よ
る

代
表
選
挙
は
、
許
容
可
能
な
一
つ
の
決
定
手

段
で
あ
る
が
、場
合
に
よ
っ
て
、労
使
は
（
無

記
名
投
票
に
よ
る
代
表
選
挙
と
は
）
別
の
手

段
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

▽
従
業
員
が
組
合
加
入
を
選
択
し
た
場
合
、

で
き
る
だ
け
早
く
労
使
は
、
労
働
協
約
の
締

結
に
向
け
て
交
渉
す
る
こ
と
。
労
使
が
六
〇

日
以
内
に
合
意
に
達
し
な
い
場
合
は
、
調
停

ま
た
は
（
お
よ
び
）
利
益
仲
裁
（
拘
束
力
の

あ
る
仲
裁
）
に
解
決
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

　　
「
原
則
」
を
用
い
た
組
織
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
キ
ン
グ
会
長

は
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
な
ど
の
「
外
国

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
」
で
あ
る
こ
と
を

宣
言
し
た
。

　

だ
が
、
多
く
の
人
が
知
る
よ
う
に
、
Ｕ
Ａ

Ｗ
は
こ
れ
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
外
国
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
組
織
化
に
失
敗
し
て
き
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
、
ホ
ン
ダ
の
オ
ハ
イ
オ
州

メ
ア
リ
ー
ズ
ビ
ル
工
場
で
は
、
代
表
選
挙
に

さ
え
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
日

産
自
動
車
で
は
テ
ネ
シ
ー
州
ス
マ
ー
ナ
工
場

で
、
一
九
八
九
年
に
組
合
代
表
選
挙
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
が
惨
敗
。
二
〇
〇
一
年
に
は
ふ
た

た
び
従
業
員
の
三
〇
％
以
上
の
署
名
を
集
め

選
挙
に
持
ち
込
ん
だ
が
、
結
果
は
ま
た
も
、

得
票
比
で
二
対
一
の
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。

　

今
回
の
「
原
則
」
を
用
い
た
新
た
な
戦
略

が
、
こ
う
し
た
過
去
と
異
な
る
結
末
を
呼
び

込
め
る
の
か
ど
う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
外

国
メ
ー
カ
ー
工
場
の
多
く
が
、
組
合
の
影
響

力
の
少
な
い
南
部
の
州
に
立
地
し
て
い
る
と

い
う
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、

日
産
自
動
車
の
工
場
が
あ
る
テ
ネ
シ
ー
州
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
工
場
が
あ
る
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
州
、
ヒ
ュ
ン
ダ
イ
の
工
場
の
あ
る
ア
ラ

バ
マ
州
はR

ight to W
ork S

tate

で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
州
で
は
た
と
え
事
業
所
が
組
織
化

さ
れ
た
と
し
て
も
、
個
々
の
労
働
者
に
は
労

働
組
合
に
加
入
し
な
い
こ
と
を
選
択
す
る
権

利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
影
響
力
が
少
な
い
州
や
共
和
党

の
地
盤
が
強
い
州
で
は
、
Ｇ
Ｍ
と
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
が
国
民
の
税
金
を
使
っ
て
救
済
さ
れ
て

か
ら
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
対
す
る
世
間
か
ら
の
風
当

た
り
も
強
い
。

　

筆
者
が
意
見
交
換
し
た
専
門
家
か
ら
は
、

公
表
さ
れ
た
「
原
則
」
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

内
容
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

「
イ
ー
コ
ー
ル
・
ア
ク
セ
ス
」
に
関
す
る
項

目
。
現
在
の
法
規
則
で
は
、
企
業
側
が
「
部

外
者
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
る
」
と
敷
地
内
に

サ
イ
ン
を
設
置
し
て
お
け
ば
、
組
織
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
中
で
あ
っ
て
も
組
合
の
オ
ル
ガ
ナ

イ
ザ
ー
は
、
断
り
な
く
会
社
の
敷
地
内
に
入

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
営
側
に
と
っ
て
不

利
な
項
目
を
含
む
「
原
則
」
に
、
あ
え
て
合

意
す
る
経
営
者
が
果
た
し
て
い
る
の
か
と
い

う
疑
問
が
残
る
。

■
拒
否
す
れ
ば
大
規
模
抗
議
■

　

キ
ン
グ
会
長
は
一
月
中
旬
の
地
元
新
聞
記

者
の
取
材
に
対
し
て
、「
組
織
化
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
つ
い
て
九
〇
日
以
内
に
決
め
る
」
と
述

べ
た（
１
）。
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な

企
業
名
の
発
表
は
な
い
。
ア
ラ
バ
マ
州
の

ヒ
ュ
ン
ダ
イ
工
場
の
従
業
員
の
自
宅
に
、
最

近
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
が
訪
れ
た

と
の
報
道
が
あ
る
。

　

キ
ン
グ
会
長
は
ま
た
、Ｕ
Ａ
Ｗ
か
ら
の「
原

則
」
の
合
意
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
を
外
国

メ
ー
カ
ー
が
拒
否
し
た
場
合
は
、「
団
結
す
る

と
い
う
労
働
者
の
基
本
的
な
権
利
を
踏
み
に

じ
る
企
業
」
と
み
な
し
、
そ
の
企
業
に
対
す

る
大
規
模
な
抗
議
行
動
を
展
開
す
る
と
言
明

し
た
。
こ
の
発
言
が
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
対
す
る
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
警
戒
感
を
よ
り
強
く
さ
せ

て
い
る
。

　

大
規
模
な
抗
議
行
動
の
内
容
は
、
三
月
に

デ
ト
ロ
イ
ト
市
内
で
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
な
か
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
キ
ン
グ
会
長
が
就
任
し
て
か
ら
Ｕ

Ａ
Ｗ
の
組
織
化
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
抜
擢

さ
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ン
ジ
ン
ガ
ー
氏

（
２
）が
説
明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
抗
議

行
動
の
実
行
部
隊
と
し
て
、
世
界
か
ら
活
動

家
が
集
め
ら
れ
る
と
い
う
。
活
動
家
で
構
成

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
で
、

本
社
や
販
売
店
前
で
の
ピ
ケ
の
ほ
か
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
そ
の
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
自
動
車
シ
ョ
ー

な
ど
で
抗
議
活
動
を
行
う
。

　

こ
う
し
た
活
動
家
を
養
成
す
る
た
め
に
、

世
界
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
も
募
る
。
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
一
人
で
あ
る

イ
ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
出
身
の
若
者
が
ス

テ
ー
ジ
上
に
あ
が
り
ス
ピ
ー
チ
し
た
。
Ｕ
Ａ

Ｗ
は
こ
れ
ら
の
組
織
化
活
動
費
に
、
六
〇
〇

〇
万
ド
ル
の
資
金
を
ス
ト
基
金
か
ら
支
出
す

る
こ
と
を
組
織
決
定
し
て
い
る
。

■
短
期
で
の
成
果
が
カ
ギ
■

　

実
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
二
〇
一
〇
年
の
組
合
員
数

は
、
前
年
に
比
べ
二
万
人
ほ
ど
増
え
、
二
〇

〇
五
年
以
来
、
久
々
に
減
少
傾
向
に
歯
止
め

を
か
け
た
。
し
か
し
、
増
え
た
組
合
員
は
、

自
動
車
産
業
で
働
く
労
働
者
で
は
な
く
、
大

学
教
員
助
手
や
販
売
店
従
業
員
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
ワ
ー
カ
ー
、
カ
ジ
ノ
従
業
員
な
ど
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

自
動
車
産
業
は
、
Ｇ
Ｍ
、
フ
ォ
ー
ド
を
中

心
に
生
産
規
模
が
か
な
り
回
復
し
て
き
た
が
、

工
場
で
の
労
働
力
補
充
は
、
い
ま
だ
レ
イ
オ

フ
さ
れ
た
組
合
員
の
復
帰
が
多
く
、
新
規
労

働
者
が
採
用
さ
れ
る
レ
ベ
ル
ま
で
は
至
っ
て

い
な
い
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
や
電
気
自
動
車

の
開
発
に
よ
り
、最
近
、自
動
車
産
業
の
バ
ッ

テ
リ
ー
製
造
関
連
施
設
の
立
ち
上
げ
が

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
が
、
ミ
シ
ガ
ン
州

の
実
例
を
み
て
も
、
現
時
点
で
雇
用
創
出
規

模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
よ
う
だ（
３
）。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
の
キ
ン
グ
会
長
は
以
前
、「
も
し
、

わ
れ
わ
れ
が
外
国
メ
ー
カ
ー
を
組
織
化
で
き

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
私
に
は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に

と
っ
て
長
期
に
わ
た
る
未
来
が
あ
る
と
は
思

え
な
い
。
本
当
に
そ
う
思
う
」と
語
っ
た（
４
）。

キ
ン
グ
会
長
が
言
う
よ
う
に
、
外
国
メ
ー

カ
ー
の
組
織
化
し
か
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
組
合
員
を

増
や
す
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
本
当
に
長
い
時
間
を
か
け
て

は
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
組
織
基
盤
は
ま
す
ま
す
弱
体

化
す
る
ば
か
り
。「
原
則
」
を
用
い
た
組
織

化
戦
略
の
今
後
の
成
否
に
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
命
運

が
か
か
る
。

　
（
前
在
デ
ト
ロ
イ
ト
日
本
国
総
領
事
館
専

門
調
査
員
、
調
査
・
解
析
部　

荒
川
創
太
）

　
〔
注
〕

１
．
二
〇
一
一
年
一
月
二
〇
日
付
デ
ト
ロ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

紙
２
．
ベ
ン
ジ
ン
ガ
ー
氏
は
か
つ
て
Ａ
Ｆ
Ｌ
・
Ｃ
Ｉ
Ｏ
で
も

組
織
化
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
。

３
．
二
〇
一
〇
年
九
月
、
ミ
シ
ガ
ン
州
リ
ボ
ニ
ア
に
Ａ
１

２
３
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
の

工
場
が
開
設
さ
れ
た
が
、
当
初
の
雇
用
数
は
三
〇
〇
人

と
報
じ
ら
れ
た
。

４
．
二
〇
一
一
年
一
月
一
八
日
付
デ
ト
ロ
イ
ト
ニ
ュ
ー
ス

紙
。




